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皮膚科領域におけ るCefepimeの 臨床的検討
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皮膚科領域の感染症患者11例 においてcefepimeの 臨床的検討 を行 った。疾患の内訳は蜂窩

織炎2例,丹 毒1例,よ う1例,二 次感染7例 の計11例 であった。臨床効果は,著 効5例,有

効3例,無 効2例,判 定不能1例 で有効率80%で あ った。1例 に発疹が認め られたが軽度であ

った。
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Cefepimeは ブ リス トル ・マイヤーズ研究所株式会

社東京研究所において開発 された新 しい注射用セフェ

ム系抗生物質であ り,グ ラム陽性菌,陰 性菌に対 し広

範な抗菌 スペ ク トルを有す る1)。本剤は点滴静注に よ

り高い血中濃度が得 られ,皮 膚組織への移行 も良好で

ある1)。今回,本 剤について皮膚科領域での臨床的検討

を行 う機会 を得たのでその成績を以下に報告す る。

対象患者は平成元年2月 か ら9月 の間に入院 した

11例 を対象 とした。年齢は16歳 から92歳,性 別は男

性6例,女 性5例 であった。疾患の内訳は蜂窩織炎2

例,丹 毒1例,よ う1例,二 次感染7例 であった。投

与方法は1回1.0gま たは2.0gを1日2回 点滴静注

し,投 与期間は2～11日 間 であった。

臨床効果は 自他覚所見の推移,検 査所見の変化,細

菌学的効果より総合的に判定 し,著 効,有 効,や や有

効,無 効,判 定不能の5段 階に判定 した。細菌学的効

果は起炎菌の推移により,消 失,減 少または一部消失,

菌 交代,不 変,不 明の5段 階に判定 した。副作用につ

いては,本 剤によると思われるアレルギー症状に注意

す るとともに,治 療に伴 う末梢血液像,血 小板,肝 機

能および腎機能について検討 した。

Cefepimeの 臨床成績一覧表 をTable1に 示 した。

臨床効果は蜂窩織炎2例 では著効,丹 毒,よ う各1例

でも共に著効,二 次感染7例 では著効1例,有 効3例,

無効2例,判 定不能1例 であった。以上,11例 の皮窟

科領域感染症に対 して本剤の投与 を行った結果,著 効

5例,有 効3例,無 効2例,判 定不能1例 で有効率(著

効+有 効/症 例数 一判定不能)80.0%で あ った。

細菌学的効果については,11症 例 の内9例 に起炎菌

が検出され,単 独感染例では Staphylococcus aureus が

4例 と最 も多 く, Streptococcus dysgalactiae 1例,Sta-

phylococcus sp. 1例 の計6例 であ り,消 失2例,菌 交

代2例,不 変1例,不 明1例 であった。混合感染例て

は Streptococcus sanguis II, Streptococcus salivariie

の1例 では消失, S. aureus, Streptococcus pyogenes の

1例, S. aureus, Pseudomonas aeruginosa の1例 では

共に一部消失 と判定 された。

副作用は1例 に発疹が認め られたが,軽 度であ り薬

剤投与 中止2日 後に消失 した。

皮膚科領域ではS.aureus等 の グラム陽性菌による

感染症が多いため,こ れ らに抗菌力を有するセフェム

系 抗生 物 質 が使 用 され る機 会 が 多い。本 剤は β-

lactamaseに 安 定であり,S.aureusか らP.aerugino

saに わたる広範な抗菌 スペ クトルを有す る1)。今回,我

々が検討 した11例 の臨床効果は有効率80.0%と ほほ

満足できる成績が得 られた。この うち無効例 は2例(症

例5,9)で あ り,症 例5は 悪化中の下腿潰瘍の二次感

染で,本 剤1.09を1日2回 投与 し,7日 後では圧痛の

消退,WBCの 改善がみられたが,CRPの 上昇,潰 瘍

の状態が不変 であったため無効 と判定 した。症例9は

急激悪化 中のヘイ リー ・ヘ イリー病の二次感染で,本

剤1.0gを1日2回 投与 したが,4日 後で高熱持続のた

め無効 と判定 した。

細菌学的効果については単独感染6例 では,消 失2

例,菌 交代2例,不 変1例,不 明1例 であった。この

うち不変 と判定された1例(症 例4)は,methicillin-

resistant S.aureus (MRSA)で あ り,本 剤のMICは

100μg/mlで あ った。混合感染3例 では1例(症 例3)

は消 失,2例(症 例8,9)で は一部消失 と判定された

症例8は,S.pyogenesが 消 失 し,存 続 したSaureus

に対 する本剤のMICは156μg/mlで あ った。症例9

についてはP.aeruginosaが 消 失 し,S.aureusに つ い
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Table 1. Clinical summary of cefepime

MRSA: methicillin-resistant S.aureus NT: not tested

ては消失はしなかった ものの菌量の減少が認め られた。

副作用に関 しては,1例(症 例4)に 発 疹が認め られ

たが,軽 度であった。

以上 より本剤は,皮 膚科領域感染症 に対 して,そ の

有用性が示唆された。
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We conducted a clinical study on the new antimicrobial agent, cefepime.

Clinical evaluation was carried out in 11 patients (phlegmon 2 cases, erysipelas 1, carbuncle 1,
secondary infection 7). Response was excellent in 5, good in 3, poor in 2, and unknown in 1 case with
an overall efficacy rate of 80.0%. As to side effects of cefepime, mild eruption was noted in 1 case.


